
は
じ
め
に

戦
前
の
百
貨
店
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
蓄
積
（

）
が
あ
る
が
、
第
一
に
閉
鎖
・
破

た
ん
し
た
百
貨
店

（

）

に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
一
万
坪

（
約
三
万
三
千

）
以
上
の
百
貨
店
に
な
る
と
固
定
資
本
が
大
き
く
な
り
、
創
立

資
本
を
集
め
る
の
に
難
渋
し
、
何
と
か
開
業
し
た
と
し
て
も
、
ひ
と
た
び
集
客
に

失
敗
す
る
と
す
ぐ
さ
ま
経
営
が
行
き
詰
る
。
表
の
華
や
か
さ
に
対
し
て
、
裏
で
は

細
心
の
計
算
が
必
要
と
さ
れ
る
。
百
貨
店
と
は
そ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
百
貨
店
は
文
化
史
的
な
面
だ
け
で
な
く
経
営
史
的
な
面
に
お
い
て
も

興
味
深
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
百
貨
店
の
立
地
に
着
目
し
た
研
究

（

）
も
少
な
い
。
私
は
戦
前
大
阪
の
百
貨

店
を
調
べ
て
、
乗
降
客
の
多
い
鉄
道
駅
に
百
貨
店
が
立
地
す
る
動
向
を
明
ら
か
に

し
た

（

）
。
そ
こ
で
は
、
直
営
、
共
同
経
営
、
賃
貸
と
い
っ
た
経
営
形
態
に
関
わ
ら

ず
、
百
貨
店
が
集
客
の
見
込
め
る
阪
急
梅
田
駅
（
阪
急
百
貨
店
）、
心
斎
橋
駅

（
そ
ご
う
、
大
丸
）、
南
海
難
波
駅
（

島
屋
）、
大
鉄
阿
倍
野
駅
（
大
鉄
百
貨
店

現
、
近
鉄
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
本
店
）、
京
阪
天
満
橋
駅
（
京
阪
デ
パ
ー
ト
）、
大

軌
上
本
町
駅
（
大
軌
百
貨
店

現
、
近
鉄
上
本
町
店
）
に
出
店
し
た
事
実
を
明
ら

か
に
し
た
（

）
。
小
売
業
が
立
地
産
業
で
あ
る
限
り
、
戦
前
の
百
貨
店
に
つ
い
て
も
立

地
の
重
要
性
を
強
調
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

（

）
。

以
上
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
小
稿
で
は
大
正
末
、
神
戸
元
町
に
大
規
模
百
貨
店
を

建
設
し
て
わ
ず
か
半
年
で
破
た
ん
し
た
元
町
デ
パ
ー
ト
を
取
り
上
げ
た
い

（

）
。
大
正

戦
前
神
戸
の
百
貨
店

元
町
デ
パ
ー
ト
を
中
心
と
し
て

谷

内

正

往



期
ま
で
は
、
神
戸
元
町
が
有
数
の
商
業
地
だ
っ
た
の
で
、
白
木
屋
、

島
屋
、
そ

ご
う
、
大
丸
、
三
越
が
出
張
所
や
分
店
支
店
を
出
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
、
元
町
デ

パ
ー
ト
が
、
地
元
小
売
商
の
主
導
に
よ
り
京
都
大
阪
の
有
名
業
者
を
集
め
て
開
業

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
寄
合
所
帯
で
昔
の
勧
工
場
（
関
西
で
は
勧

商
場
）
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
か
、
ほ
ど
な
く
破
た
ん
し
た
。
そ
の
後
は

三
越
が
乗
り
出
し
て
、
三
越
神
戸
分
店
（
後
に
支
店
）
と
し
て
再
生
す
る
。
同
店

は
戦
後
も
長
く
経
営
を
続
け
た
。

一

神
戸
の
百
貨
店
、
三
つ
の
源
流

新
修
神
戸
市
史

に
よ
る
と
、（
大
正
末
年

昭
和
初
期
に
か
け
て
）
神
戸

に
お
け
る
百
貨
店
成
立
の
流
れ
に
は
三
つ
あ
る
と
い
う

（

）
。
第
一
は
勧
商
場
（

）
か
ら
の

転
換
で
あ
る
。
ま
ず
一
九

八
（
明
治
四
十
一
）
年
新
開
地
に
で
き
た
二
階
建
て

の
勧
商
場
が
あ
る
。
階
下
は
映
画
館
、
階
上
は
売
場
と
食
堂
で
あ
っ
た
。
一
九
二

年
に
は
五
階
建
て
に
増
築
さ
れ

博
品
館

と
な
り
、
翌
年

神
戸
デ
パ
ー

ト

と
な
っ
た
。
次
に
、
一
九
二
五
年
一

月
新
開
地
の
東
側
に
あ
る
元
町
六
丁

目
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
六
階
建
の
元
町
デ
パ
ー
ト
が
開
店
し
た
。
し
か
し
、
寄

合
所
帯
の
経
営
に
よ
り
（
後
に
詳
し
く
見
て
い
く
よ
う
に
）、
わ
ず
か
半
年
で
破

た
ん
し
、
建
物
跡
を
三
越
が
神
戸
分
店
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
は
商
業
資
本
以
外
か
ら
の
異
業
種
参
入
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
六
月
神
戸

新
聞
社
が
市
民
に
安
価
な
日
用
品
を
供
給
し
、
合
わ
せ
て
大
衆
娯
楽
の
中
心
と
す

る
た
め
、
新
開
地
に
神
戸
市
民
会
館
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
し
か
し
翌
年
二
月
に

は
経
営
難
に
陥
り
閉
店
し
た
。
次
に
、
一
九
三
三
年
四
月
神
港
百
貨
店
が
開
業
し

た
が
こ
れ
も
長
続
き
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
異
業
種
参
入
の
失
敗
は
一
時
的
な

ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
安
易
な
経
営
を
行
っ
た
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
。

第
三
は
他
都
市
に
本
店
を
置
く
百
貨
店
の
支
店
設
立
で
あ
る

（

）
。
一
九
二
三
年
に

白
木
屋
神
戸
出
張
所
が
新
開
地
に
開
店
し
た
。
白
木
屋
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
当
時

と
し
て
は
珍
し
く
、
顧
客
が
列
を
つ
く
っ
た
と
い
う
。
次
に
、
一
九
二
六
年
七
月

（
前
述
）
元
町
デ
パ
ー
ト
跡
に
入
っ
た
三
越
で
あ
る
。
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
地
下
一
階
地
上
六
階
建
で
、
延
床
面
積
約
九
、
二
五
七

の
建
物
で
あ
る
（

）
。
一

九
二
七
年
に
は
地
下
一
階
事
務
所
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
変
更
し
て
い
る

（

）
。
同
店
は
一

九
二
八
年
支
店
に
昇
格
し
、
一
九
三
九
年
に
は
増
築
計
画
に
着
手
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
一
九
二
七
年
四
月
に
は
神
戸
に
古
い
伝
統
を
持
つ
大
丸
が
三
宮
神

社
前
に
進
出
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
下
一
階
地
上
七
階
建
で
、
延
床
面

積
六
五

、
さ
ら
に
一
九
三
六
年
一

月
に
は
店
舗
周
囲
を
買
収
拡
大
し
て

増
築
工
事
を
お
こ
な
っ
た
（
総
延
床
面
積
二
万
六
八
四

）。

最
後
に
そ
ご
う
（
十
合
呉
服
店
）
は
、
呉
服
店
時
代
か
ら
神
戸
（
元
町
）
に
支

店
を
置
い
て
い
た
が
、
元
町
東
側
の
交
通
の
発
達
を
き
っ
か
け
と
し
て
一
九
三
三

年
一

月
三
宮
に
進
出
し
た
。
も
と
も
と
阪
神
が
三
宮
ま
で
地
下
で
延
伸
す
る
計

画
が
あ
り
、
そ
の
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ビ
ル
を
新
築
す
る
と
知
り
、
同
ビ
ル
に
入
居

し
た
も
の
で
あ
る
。
ビ
ル
は
地
下
二
階
地
上
七
階
建
、
延
床
面
積
一
万
一
五
五

で
、
う
ち
そ
ご
う
が
一
万
一
六
四

を
賃
借
し
た
。

神
戸
で
は
呉
服
系
の
百
貨
店
が
有
名
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
昭
和
初
期
に
は
省
線

元
町
駅
西
側
の
三
越
、
阪
神
三
宮
駅
の
そ
ご
う
、
そ
し
て
元
町
と
三
宮
の
中
間
南



戦前神戸の百貨店

側
の
大
丸
、
合
わ
せ
て
三
つ
の
大
百
貨
店
が
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。

二

元
町
デ
パ
ー
ト
の
創
立
と
経
営
上
の
問
題

商
業
地
と
し
て
の
元
町

神
戸
は
港
湾
都
市
と
し
て
発
展
し
た
。
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
の
開
港
以

来
、
一
九

一
（
明
治
三
四
）
年
頃
に
は
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
を
中
心
に
西
は
神
戸

港
か
ら
東
は
小
野
浜
に
い
た
る
地
域
が
栄
え
た
。
海
岸
一
帯
に
は
、
貿
易
、
海

運
、
銀
行
、
保
険
な
ど
の
商
社
が
立
ち
並
び
、
製
鉄
、
造
船
、
製
糖
、
紡
績
、
ゴ

ム
、
マ
ッ
チ
、
樟
脳
な
ど
の
工
業
が
起
こ
っ
た
。
港
と
産
業
の
発
達
は
当
然
の
ご

と
く
神
戸
の
都
市
化
を
う
な
が
し
た
。
そ
こ
で
神
戸
市
の
人
口
は
一
八
八
九
年
一

三
万
四
、
七

人
か
ら
、
一
九

一
年
に
は
二
十
五
万
九
、

四

人
と
約
一

年
で
約
二
倍
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
（

）
。

神
戸
の
近
代
的
な
市
街
地
は
、
旧
生
田
区
（
現
、
中
央
区
）
の
東
南
部
と
西
南

部
を
起
点
と
し
て
発
達
し
た
。
東
南
部
は
、
海
岸
通
り
の
外
人
居
留
地
を
め
ぐ
る

商
業
地
と
し
て
栄
え
た
。
神
戸
の
異
国
情
緒
は
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
る

（

）
。

一
方
、
西
南
部
は
、
相
生
町
に
神
戸
駅
、
橘
通
り
に
兵
庫
県
庁
、
湊
川
神
社
が

あ
り
、
そ
の
周
辺
に
は
劇
場
、
寄
席
、
茶
店
な
ど
が
立
ち
並
び
、
官
庁
街
、
娯
楽

街
と
し
て
栄
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
県
庁
が
現
在
の
元
町
駅
の
山
側
に
移
る

と
、
背
後
に
官
庁
、
前
面
に
港
と
商
社
街
を
も
つ
元
町
が
発
展
を
始
め
た
。
そ
し

て
、
一
八
八
七
（
明
治
二

）
年
以
降
、
元
町
一
丁
目
か
ら
六
丁
目
に
至
る
通
り

が
整
備
さ
れ
、
神
戸
市
の
新
し
い
都
心
部
と
な
っ
て
い
っ
た
（

）
。

以
後
、
元
町
は
大
正

昭
和
初
期
に
至
る
ま
で
商

店
街
も
き
わ
め
て
進
取
の

気
性
に
富
ん
で
お
り
、
誓

文
払
い
、
ス
タ
ン
プ
事

業
、
鈴
蘭
灯
の
設
置
（
大

正
末
年
）
な
ど
を
行
い
、

毎
年
十
一
月
の
特
売
品
販

売
で
は
通
り
が
人
で
埋
ま

る
ほ
ど
活
況
を
呈
し
て
い

た
と
い
う

（

）
。
図

は
昭
和

初
期
の
元
町
通
商
店
街
の

写
真
で
あ
る

（

）
。
鈴
蘭
灯
が

設
置
さ
れ
、
各
種
商
店
が

軒
を
並
べ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
繁
栄
期
の
元
町
六
丁
目
に
元
町
デ
パ
ー
ト
は
誕
生
す
る
の
で
あ

る
。
以
下
、
そ
の
創
立
の
様
子
を
見
て
い
き
た
い
。

元
町
デ
パ
ー
ト
の
創
立

元
町
デ
パ
ー
ト
の
創
立
者
は
井
上
彌
太
郎
で
あ
る
。
彼
は
新
聞
紙
上
で
、
創
立

趣
旨
の
一
端
を
概
略
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る

（

）
。

輓
近
時
勢
の
声
運
に
伴
ひ
文

化
生
活
を
要
望
せ
る
の
聲
漸
次
顕
著
な
る
時
に
當
り
、
大
貿
易
港
た
る
我
神
戸
市

出所 狩野勝三編 経営 第 巻第 号、 年 月、商店
経営研究所、ページなし。

図 ．神戸元町通商店街（ 年頃）



に
完
備
せ
る

デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ー
ア

の
無
き
は
實
に
遺
憾
に
し
て
之
れ

が
實
現
は
市
民
渇
望
に
し
て
止
ざ
る
實
情
な
り

と
い
う
。
す
な
わ
ち
神
戸
は

一
般
市
民
の
購
買
力
甚
だ
旺
盛

で

海
内
外
旅
行
者
の
発
着
地
点

な
の
に

適
当
な

商
品
陳
列
場

が
な
い
。
つ
ま
り
は
デ
パ
ー
ト
を
市
民
が
望
ん
で
い
る
。

そ
こ
で

理
想
的
建
物
を
築
設
し
、
別
記
組
織
（

）
を
以
つ
て
孰
れ
も
権
威
あ
る
巨

商
又
は
有
数
な
る
生
産
者
よ
り
出
品
を
請
け
、
諸
般
の
設
備
並
に
内
容
を
充
實

し
、
合
理
的
利
潤
主
義
に
依
り
販
賣

し
よ
う
と
考
え
た
。
特
に

衣
食
料
品
其

他
一
般
日
常
生
活
上
の
必
需
品
に
對
し
て
は
他
に
率
先
し
之
れ
を
紹
介
す
る

こ

と
で
常
に

文
化
の
先
駆
者

に
な
る
。
さ
ら
に

外
国
部
及
貿
易
部
を
設
置

し
て
国
産
品
を
陳
列
し
、
欧
米
各
国
の

化
学
及
び
美
術
工
芸
品
並
に
見
本
品
其

他
型
録
等
を
蒐
集
し

商
取
引
に
便
宜
を
図
る
こ
と
で

我
が
邦
に
於
け
る
海
外

貿
易
の
発
展
に
資
せ
ん
と
す
る

。
関
東
大
震
災
以
降
、
神
戸
は

東
洋
方
面
に

於
け
る
一
大
貿
易
都
市

と
な
っ
た
の
で

事
業
の
前
途
益
々
好
望
有
利
に
し
て

一
面
国
家
的
有
意
義
な
り
と
信
じ
て
疑
は
ざ
る
所
な
り

と
い
う
。

こ
こ
か
ら
、
国
内
で
は
一
流
の
商
品
を
扱
い

文
化
の
先
駆
者

に
な
り
、
海

外
貿
易
の
橋
渡
し
も
務
め
た
い
と
考
え
て
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
関
東

大
震
災
か
ら
二
年
経
過
し
た
神
戸
の
貿
易
港
と
し
て
の
利
点
も
考
慮
に
入
れ
て
い

る
。そ

も
そ
も
井
上
彌
太
郎
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
だ
ろ
う
。
詳
細
は
不
明
で
あ

る
が
、

明
治
大
正
昭
和
神
戸
人
名
録

（
一
九
二
五

大
正
十
四

年
）
に
よ
る

と
、

井
上
彌
太
郎
（
元
七
ノ
一
三
、
所
得
税
七
五
四
）

と
あ
る
。
他
に
、
元
町

デ
パ
ー
ト
の
株
主
（

）
を
取
り
出
す
と
、

井
上
保
蔵
（
石
鹸
商
、
元
七
ノ
一
三
、
所

得
税
一
九
七
、
電
話
長
元
三
六

）、
井
上
光
掌
（
文
具
商
、
元
七
ノ
一
四
、

所
得
税
一
五
六
三
、
営
業
税
三
六
四
、
電
話
長
元
五
八
九
）

と
あ
り
、
支
払
税

金
額
、
電
話
か
ら
あ
る
程
度
大
き
な
商
売
を
や
っ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る

（

）
。

戦
後
、
当
時
を
知
る
人
た
ち
の
座
談
会
で
は
次
の
ご
と
く
語
ら
れ
て
い
る
（

）
。

宮
崎

三
越
の
以
前
は
元
町
デ
パ
ー
ト
で
す
か
。

片
山

井
上
油
店
、
井
上
家
具
店
な
ど
、
井
上
一
家
が
作
っ
て
、
デ
パ
ー
ト

と
い
っ
て
も
出
店
を
い
ろ
い
ろ
募
集
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
と
こ
ろ
も

借
り
て
入
り
ま
し
た
が
ね
。

こ
こ
か
ら
井
上
氏
の
同
族
が
出
資
を
し
て
、
テ
ナ
ン
ト
（
賃
貸
）
方
式
で
入
居

者
を
募
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
昔
の
勧
商
場
方
式
で
入
店
者
を
集
め
た
の
だ
ろ
う

か
（

）
。
た
だ
し
、
そ
の
趣
旨
は
す
で
に
見
て
き
た
通
り
、
港
神
戸
に
、
ハ
イ
カ
ラ
で

国
内
外
に
通
用
す
る
大
型
デ
パ
ー
ト
を
建
設
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

元
町
デ
パ
ー
ト
は

百
萬
圓
の
資
本
金
、
百
二
十
萬
圓
の
工
費
を
以
て
市
内
元

町
通
六
丁
目
宇
治
川
の
か
ど

に
立
地
し
た
（

）
。
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
八
月

一
五
日
に
起
工
し
、
翌
年
一

月
一
六
日
に
竣
工
し
、
一
七
日
よ
り
営
業
を
開
始

し
た
。

同
建
物
の
総
坪
数
は
二
千
二
百
二
十
二
坪
餘
で
内
営
業
坪
数
は
五
百
三

十
一
坪
餘
、
す
べ
て
の
設
備
は
い
づ
れ
も
近
世
式
で
昇
降
機
の
如
き
米
国
ウ
オ
ー

ナ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
会
社
製
の
も
の
四
臺
を
す
ゑ
、
電
気
の
照
明
設
備
あ
り
、
尚

灯
数
二
千
五
百
個
、
燭
力
三
千
燭
光
を
使
用
し
、
電
話
は
局
線
六
本
、
店
内
卓
上

三
十
個
以
上
を
す
ゑ
つ
け
て
居
る

と
い
う
（

）
。
図

は
元
町
デ
パ
ー
ト
の
全
景
で
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あ
る
。

営
業
の
方
針
は

斯

界
に
お
け
る
一
流
専
門

家
生
産
者
よ
り
直
接
産

品
の
託
送
を
う
け
、
総

て
統
一
経
営
を
す
る
の

で
出
品
者
の
大
多
数
は

京
都
大
阪
問
屋
筋
、
そ

れ
に
一
部
の
神
戸
商

人

で
あ
る
。

店
舗
配
置
は
表

の

通
り
で
あ
っ
た
。
百
貨

店
ら
し
く
多
種
多
様
な

商
品
が
並
べ
ら
れ
て
お

り
、
特
に
一
階
、
四
階
、
階
下
の
商
品
種
類
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
逆
に

階
の
呉
服
類
や
婚
礼
調
度
品
は
簡
単
な
記
載
で
す
ま
せ
て
い
る
。
も
と
も
と
同

店
が
呉
服
店
出
身
で
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
販
売
品
の
価

格
は
、
産
地
そ
の
他
一
般
市
場
の
相
場
を
参
考
に
し
て
、
常
に
市
価
以
下
の
値
段

で
提
供
す
る
方
針
で
あ
っ
た

（

）
。

十
七
日
開
業
の
元
町
デ
パ
ー
ト
は

初
も
の
食
ひ
の
神
戸
ツ
子
が
湧
き
返
る
人

気
の
裡
に
開
館
以
来
、
午
前
八
時
の
開
館
時
間
か
ら
午
後
八
時
の
閉
鎖
時
間
ま
で

物
凄
い
許
り
入
場
者
が
表
玄
関
に
殺
到
し
、
ト
テ
モ
入
場
し
切
れ
ず
一
日
数
回
満

員
札
を
掲
げ
る
盛
況
を
呈
し
て
ゐ
た

。
図

は
二
週
間
後
の
同
じ
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
元
町
デ
パ
ー
ト
と
大
丸
の
広
告
で
あ
る
（

）
。
元
町
デ
パ
ー
ト
の
広
告
は
大
丸

よ
り
も
大
き
く
、
六
階
で

染
織
展
覧
会

俳
画
展
覧
会

を
開
催
し
、
屋
上

で
は
余
興
と
し
て

吉
原
興
行
部
七
色
會
連
中

が
出
演
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

二
階
で
は
銘
仙
の
廉
売
が
行
わ
れ
て
い
る
。

出所 神戸又新日報 年 月 日付、第 面。

図 ．元町デパート（ 年 月）

出所 神戸又新日報 年 月
日付、第 面より作成。

表 ．元町デパートの売場配置

階

商品券、洋杖、靴、 レデーメ
ート 銘茶、下駄、傘、メリヤ
ス、雑貨、化粧品、レース刺繍
品、和洋菓子、帽子、食料品、
羅紗、毛布類

階 呉服類一切、婚礼調度品

階

文房具、額縁、玩具、糸、鞄、
旅行具、細紐袋物、足袋、肩掛
け、洋傘、小間物、半纏、子供
服、貴金属、時計、美粧室

階

金物、刃物、錫器、敷物段通、
陶器、漆器、風呂桶、花筵類、
食料、油並に石油厨爐、和家
具、洋家具、京堆木、藤製品、
瓦斯会社製品

階
美術部、食堂、文化人形、電
気、ラヂオ、和洋楽器

階 各種商品特賣品賣出、季節物
屋上 圓藝、庭小禽、小動物

階下

元丸みやげ、玉子、普通塗物、
鹽肉、臺所洋品、牛豚肉、鮮魚
類、観物雑穀、小菓子、八百物
一式、白米、鶏、鳥肉等

出所 神戸新聞 年 月 日
付、第 面。

図 ．元町デパート（右）と大丸（左）の

新聞広告



元
町
デ
パ
ー
ト
は
、
非
常
に
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
半

年
後
に
は
破
た
ん
し
て
し
ま
う
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。
原
因
を
さ
ぐ
る
前
に
、
半
年
後

に
神
戸
市
内
で
開
か
れ
た

市
内
著
名
商
舗
店
頭
装
飾
競
技
会

を
見
て
お
こ

う
。
元
町
デ
パ
ー
ト
が
他
店
と
比
べ
て
ど
の
程
度
の
評
価
を
受
け
て
い
た
か
判
明

す
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

市
内
著
名
商
舗
店
頭
装
飾
競
技
会

は
神
戸
又
新
日
報
社
の
主
催
で
、
一
九

二
六
（
大
正
十
五
）
年
三
月
一
八

二
四
日
の
一
週
間
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
甲

種
（
一
般
投
票
）、
乙
種
（
専
門
大
家
審
査
）、
丙
種
（
神
戸
高
商
・
関
高
商
科
・

神
戸
高
工
の
三
校
学
生
審
査
）
の
三
種
に
区
分
さ
れ
て
実
施
さ
れ
た

（

）
。
甲
種
は
新

聞
欄
外
刷
り
込
み
用
紙
か
官
製
ハ
ガ
キ
で
投
票
し
た
の
だ
が
、
そ
の
結
果
は
次
の

よ
う
で
あ
っ
た

（

）
。
同
紙
で
は
遂
次
投
票
結
果
を
公
表
し
て
お
り
（

）
、
最
終
日
に
は

非
常
な
人
気
を
呼
ん
だ

と
い
う
。

地
元
で
著
名
な
商
店
（
全
三
十
一
店
）
が
参
加
し
て
い
る
の
で
競
争
が
激
し
い

の
だ
が
、
い
ざ
投
票
に
な
る
と
最
上
位
は
一

二
万
通
の
得
票
で
、
そ
の
次
が
六

千
通
、
さ
ら
に
一

二
千
通
で
上
位
十
三
店
舗
が
占
め
て
い
る
。
元
町
デ
パ
ー
ト

は
八
一
八
通
で
一
六
位
で
あ
る
。
同
じ
元
町
六
丁
目
に
あ
る
不
二
家
食
料
品
店

（
一
五
、
一
四
六
通
、
第
三
位
）
に
比
べ
て
、
百
貨
店
と
し
て
多
様
な
品
ぞ
ろ
え

を
す
る
大
型
の
小
売
店
舗
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
は
か
な
り
低
い
順
位
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
元
町
デ
パ
ー
ト
は
ほ
ど
な
く
破
た
ん
に
向
か
う
。
そ
こ
で
、
ど
の

よ
う
な
経
営
上
の
問
題
が
あ
っ
た
の
か
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
元
町
デ

パ
ー
ト
が
な
ぜ
経
営
不
振
に
陥
っ
た
の
か
、
そ
の
事
情
を
探
っ
た
研
究
が
管
見
の

限
り
見
当
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

表 ．店頭装飾競技会・一般の部（ 年 月 日、神戸又新日報社主催）

出所 神戸又新日報 年 月 日付、第 面を横書きに直した。

票 数 所在地 店 名

（ 等）三宮町 大島呉服店

（ 等）元町一 サイキ商店

（ 等）元町六 不二屋食料品店

元町三 柴崎洋傘店

元町一 丸善代理部

元町二 明治屋

新開地 岡本萬年筆店

元町二 神戸屋靴店

元町四 門阪屋

北長狭三 鈴木陶器店

多聞八 かすみ屋

相生四 正直屋時計店

元町三 栄屋絵葉書店

元町五 川上洋品店

元町四 イズミヤ時計店

元町六 元町デパート

票 数 所在地 店 名

元町六 亀井堂本店

元町三 マスヤ呉服店

元町二 美津濃運動具店

元町六 マルヤ靴店

元町一 大田鼈甲店

元町四 瓦斯舘

多聞五 和田金成堂

元町四 片山洋服店

有馬道 吉田屋呉服店

元町三 ほていや薬局

多聞四 よどや

元町五 アリノベ洋傘店

新開地 花房百貨店

元町五 船井食糧品店

元町五 阪部時計店
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営
業
上
の
問
題

当
時
の
雑
誌

商
店
界

は

神
戸
元
町
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ー
ア
失
敗

記
（

）

と
し
て
、
か
な
り
辛
辣
に
同
店
の
経
営
上
の
問
題
点
を
つ
い
て
い
る
。
冒
頭

で
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
一

二
週
間
過
ぎ
た
後
の
売
り
場
を
次
の
よ
う
に
描
写
し
て

い
る
。或

る
日
、
一
人
の
洋
服
の
紳
士
が
二
階
の
呉
服
部
に
ブ
ラ
リ
と
現
れ
た
。

紳

名
古
屋
帯
の
仕
立
て
た
の
が
欲
し
い
の
で
す
が
‥

水
色
の
セ
ー
ル
ス
コ
ー
ト
を
着
た
女
店
員
が
此
の
客
に
応
対
し
て
居
つ
た
。

女

は
い
、
ど
う
ぞ
此
方
へ
。
是
れ
に
御
座
い
ま
す

指
さ
す
所
を
見
る
と
、
十
本
足
ら
ず
の
名
古
屋
帯
が
重
ね
ら
れ
て
あ
つ
た
。

紳

是
れ
だ
け
し
な
い
の
で
す
か

女

は
い
、
只
今
縫
つ
て
あ
る
の
は
是
丈
で
ご
ざ
い
ま
す
、
併
し
柄
を
御
撰

び
下
さ
い
ま
し
た
ら
、
直
ぐ
と
御
仕
立
致
し
ま
す

紳

い
や
、
今
直
二
三
本
欲
し
い
の
で
す
。
会
社
の
事
務
員
に
上
げ
る
の
で

す
か
ら
、
一
七
八
才
位
か
ら
二
七
八
才
ま
で
の
が
欲
し
い
の
で
す
が
‥

斯
う
云
つ
た
紳
士
の
頭
の
中
に
は
、
會
つ
て
あ
る
他
の
百
貨
店
で
毛
斯
の
名

古
屋
帯
が
、
色
彩
の
美
し
い
の
を
競
ふ
が
如
く
に
、
数
十
本
陳
列
せ
ら
れ
て

あ
つ
た
の
を
思
ひ
浮
べ
て
居
つ
た
。

女

御
仕
立
致
し
ま
し
た
ら
如
何
で
せ
う
か

紳

ぢ
や
、
適
當
の
生
地
を
見
せ
て
下
さ
い
。

や
が
て
、
十
何
分
も
待
た
さ
れ
た
紳
士
の
前
に
現
れ
た
の
は
、
こ
れ
亦
僅
か

に
五
六
種
の
毛
斯
の
生
地
で
あ
つ
た
。
此
の
貧
弱
さ
に
紳
士
の
顔
に
は
、
あ

り
あ
り
と
失
望
の
色
が
読
ま
れ
た
。

紳

仕
立
賃
と
帯
芯
は
幾
ら
程
か
ゝ
る
の
で
せ
う
か

女
店
員
は
之
が
即
座
に
答
へ
ら
れ
な
か
つ
た
。

女

は
、
一
寸
伺
つ
て
参
り
ま
す

又
も
や
幾
分
間
を
待
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
こ
へ
余
り
愛
嬌
の
な

い
男
の
店
員
が
算
盤
を
持
つ
て
出
て
来
た
。

男
店
員

只
今
裁
縫
の
係
の
も
の
が
参
り
ま
す
か
ら
、
ど
う
か
暫
く
御
待
ち

願
ひ
た
う
存
じ
ま
す

紳
士
は
又
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

こ
こ
か
ら
商
品
数
が
少
な
い
こ
と
、
品
揃
え
が
悪
い
こ
と
、
布
地
を
仕
立
て
る

係
と
の
連
携
が
と
れ
て
い
な
い
の
で
値
段
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
こ
と
な
ど
が
読
み

取
れ
る
。

さ
ら
に
、
同
記
事
は
開
店
後
二
三
ヶ
月
経
っ
て

元
町
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス

ト
ー
ア
は
品
が
少
な
く
て
値
が
高
い

と
い
う
噂
が
出
て
い
る
と
い
う
。
あ
る
人

が

此
処
の
商
品
は
ち
と
値
が
高
い
様
で
す
ね

と
言
う
と
、
店
員
が

左
様
で

御
座
い
ま
す
か
、
何
分
場
代
が
お
高
い
も
の
で
す
か
ら
‥

と
答
え
た
。
こ
こ
に

場
代
と
は
、
即
ち
神
戸
で
は
家
賃
の
事
を
意
味
す
る
。
詰
り
種
種
の
商
店
が
此

の
元
町
デ
パ
ー
ト
と
称
す
る
建
築
物
に
集
つ
て
、
希
望
の
場
所
を
所
定
の
間
数
に

応
じ
て
場
所
借
を
し
て
、
井
上
氏
と
称
す
る
大
家
さ
ん
に
家
賃
を
拂
つ
て
店
を
出

し
て
居
る
の
で
あ
る
。
即
ち
昔
の
勧
商
場
其
の
儘
で
あ
る
。
名
は
デ
パ
ー
ト
メ
ン



ト
ス
ト
ー
ア
で
あ
る
が
事
実
は
寄
合
世
帯
で
あ
る
。
‥
借
賃
が
高
い
か
ら
自
然
商

品
が
安
く
な
い
と
云
ふ
事
に
な
つ
て

い
る
と
い
う
。
家
賃
が
高
く
な
っ
た
理
由

と
し
て
、
同
記
事
は
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る

（

）
。
同
店
の

基
礎
工
事
に
非
常

な
金
を
か
け
た

た
め
に

建
築
費
が
高
く
つ
き
過
ぎ
た
と
云
ふ
事
が
所
有
者
た

る
井
上
氏
に
非
常
な
重
い
負
担
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
家
賃
が
高
く
な

り
、
従
つ
て
商
品
が
高
く
な
り
、
従
つ
て
経
営
が
難
し
く
な
つ
た
と
云
ふ
事
に
な

つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か

。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
当
初
か
ら
重
い
金
銭
的

負
担
が
生
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

他
に
も
、
店
員
の
商
品
知
識
が
足
り
な
い
こ
と
、
歴
史
が
な
い
の
で
全
体
の
統

一
感
や
主
義
方
針
が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
、
客
層
の
絞
り
込
み
が
で
き
て
い
な

い
こ
と
、
設
備
に
問
題
が
あ
る
こ
と
、
経
営
に
人
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
事
故
に

よ
る
不
幸

（

）
な
ど
、
厳
し
い
指
摘
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
中
で
も
、
客
層
の
絞
り
込
み
に
つ
い
て
は
、
五
階
の
陶
器
部
が
日
本
の
名

工
の
製
品
を
陳
列
し
て
お
り
、
そ
れ
は
高
級
専
門
店
で
あ
っ
て
百
貨
店
で
は
な

い
、
と
具
体
的
に
指
摘
し
て
い
る
。

例
へ
ば
六
兵
衛
の
八
寸
の
水
差
に
七
十
圓
の
正
札
が
附
け
ら
れ
て
あ
つ
た

り
、
清
風
の
五
人
前
の
飯
食
茶
碗
に
八
十
圓
の
正
札
が
あ
つ
た
り
、
香
山
の

香
爐
が
百
二
十
圓
、
道
八
の
菓
子
鉢
が
六
十
圓
、
竹
泉
の
三
ツ
揃
茶
器
が
二

十
三
圓
等
と
云
ふ
と
流
石
の
神
戸
人
も
、
只
驚
く
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
安
い

所
で
も
東
山
の
三
ツ
重
の
湯
呑
が
十
二
圓
、
蔵
六
の
一
輪
差
し
が
二
十
圓
と

云
ふ
有
様
で
到
底
百
貨
店
の
陶
器
部
で
は
な
か
つ
た
。
而
も
田
舎
者
が
一
圓

ば
か
り
の
湯
呑
を
買
は
ふ
と
し
た
が
到
頭
見
付
か
ら
な
か
つ
た
。
一
圓
と
云

へ
ば
蓋
付
き
の
可
な
り
上
等
の
湯
呑
が
買
へ
る
筈
で
あ
る
。
然
し
是
れ
す
ら

見
出
し
得
な
か
つ
た
程
此
処
の
陶
器
部
は
高
級
而
し
て
専
門
的
で
あ
つ
た
の

で
あ
る
。

そ
の
他
、
設
備
に
関
し
て
は
、
当
時
ま
だ
百
貨
店
で
は
一
般
的
だ
っ
た

下
足

預
か
り
（

）

を
地
下
一
階
で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
地

階
に
降
り
る
時
の
階
段
が
変
な
形
に
曲
が
っ
て
お
り
、
し
か
も
勾
配
が
急
で
狭

か
っ
た
。
ま
た
、
一
階
に
梁
（
は
り
）
が
出
て
お
り

背
の
高
い
男
は
十
人
に
一

人
、
必
ず
其
の
梁
で
帽
子
を
落
と
さ
れ
た

と
い
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
元
町
デ
パ
ー
ト
は
、
第
一
に
呉
服
類
の
品
ぞ
ろ
え
が
弱

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（

）
（
表

の
二
階
呉
服
類
の
品
種
の
少
な
さ
）。
第

二
に
、
大
型
店
舗
の
建
設
に
費
用
が
か
か
り
、
テ
ナ
ン
ト
（
賃
貸
）
料
が
高
く
つ

い
て
し
ま
っ
た
。
第
三
に
、
客
層
の
絞
り
込
み
が
出
来
て
い
な
い
た
め
に
、
テ
ナ

ン
ト
（
賃
借
人
）
の
選
別
も
間
違
え
て
し
ま
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
特
に
客
層

の
絞
り
込
み
は
基
本
中
の
基
本
で
、
客
の
愛
顧
を
得
ら
れ
な
い
と
す
べ
て
が
う
ま

く
い
か
な
く
な
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
致
命
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

た
だ
、
こ
こ
か
ら
元
町
デ
パ
ー
ト
の
経
営
が
稚
拙
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う

と
も
言
い
切
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
兵
庫
県
下
で
は

神
戸
へ
行
く
よ
り
は
、
大

阪
へ
行
つ
て
買
つ
た
方
が
安
い
と
云
ふ
様
な
風
潮

が
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
元
町
商
店
街
は
専
門
化
し
た
中
小
小
売
店
が
激
し
く
し
の
ぎ
を
削
っ
て
お
り
、

何
で
も
一
通
り
あ
る
が
ロ
ク
な
も
の
は
一
つ
も
な
い
と
云
ふ
様
な
店
で
あ
つ
て



戦前神戸の百貨店

は
、
成
り
立
っ
て
い
か
な
い
所

だ
か
ら
で
あ
る
。

八
、
九
萬
足
ら
ず
の
人
口

の
と
こ
ろ
に
、
東
京
銀
座
に
次
ぐ
元
町
の
商
店
街
が
形
成
さ
れ
て
居
る

（

）

。
競
争

が
激
し
い
の
で
あ
る
（

）
。
表

の
店
頭
装
飾
競
技
会
に
参
加
し
た
小
売
店
の
う
ち
元

町
の
小
売
店
は
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
慮
に
入

れ
る
と
、
結
局
元
町
デ
パ
ー
ト
は

大
型
店

と
し
て
は
中
小
小
売
店
と
の
激
し

い
競
争
に
打
ち
勝
つ
だ
け
の
経
営
が
出
来
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

元
町
デ
パ
ー
ト
の
後
に
入
っ
て
く
る
三
越
神
戸
分
店
の
呉
服
売
場
主
任
は
、
神

戸
の
顧
客
の
難
し
さ
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（

）
。

‥
な
か
な
か
商
賣
の
的
の
は
っ
き
り
し
な
い
の
が
神
戸
で
あ
る
。

あ
ん
ま
り
む
き
に
な
つ
た
り
、
焦
つ
た
り
す
る
と
逃
げ
ら
れ
る
。
内
心
は

焦
つ
て
ゐ
て
も
、
悟
ら
れ
な
い
や
う
に
し
て
、
言
い
寄
れ
た
ら
上
々
で
あ

る
。
謂
は
ゞ
気
儘
な
、
見
た
と
こ
ろ
異
国
風
で
は
あ
る
が
、
田
舎
臭
い
無
作

法
な
、
六
ケ
し
い
お
嬢
さ
ん
で
も
あ
る
ら
し
い
。

人
或
は
言
ふ
。
東
京
風
だ
と
。

併
し
殆
ん
ど
年
中
下
駄
を
穿
き
、
不
調
和
に
近
い
長
い
袖
を
ひ
る
が
へ

し
、
つ
る
つ
る
て
ん
に
近
い
和
服
の
着
こ
な
し
の
ご
婦
人
へ
の
方
々

こ

の
姿
態
は
実
際
神
戸
ら
し
く
微
笑
ま
れ
る
匂
ひ
で
あ
る
。
東
京
の
匂
ひ
は
微

塵
も
な
い
。

六
ケ
し
い
お
嬢
さ
ん

と
い
う
表
現
に
客
層
の
絞
り
込
み
の
難
し
さ
が
よ
く

出
て
い
る
。

人
情
の
厚
味
は
此
処
で
は
望
め
な
い
（

）

、
さ
ら
に
、
和
服
の
着
こ
な

し
は
東
京
と
も
違
っ
て
い
る
と
い
う
。

四

そ
の
後
の
元
町
デ
パ
ー
ト

三
越
神
戸
分
店

元
町
デ
パ
ー
ト
の
後
を
受
け
て
、
三
越
神
戸
分
店
は
ど
の
よ
う
な
経
営
を
行
っ

た
の
だ
ろ
う
か

（

）
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九
二
六
年
七
月
の
開
業
か
ら
業
績

は
好
調
で
あ
っ
た
。
図

は
開
業
の
新
聞
広
告
で
あ
る
が
、
図

の
広
告
と
さ
ほ

ど
変
わ
り
は
無
い
よ
う
に
見
え
る
。
実
は
開
業
の
前
月
二
八

二
九
日
の
三
日
間

で
男
子
店
員
を
総
動
員
し
て
、
班
を
数
十
に
分
ち
、
神
戸
全
市
二

万
戸
に
も
れ

な
く
お
披
露
目
の
手
ぬ
ぐ
い
二

万
本
を
配
布
し
た
と
い
う
（

）
。

翌
年
一
九
二
七
年
四
月
に
は
地
下
一
階
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
変
更
し
、
五
階
食
堂

を
拡
張
し
た
（

）
。
一
九
二
八
年
六
月
に
は
分
店
か
ら
支
店
に
昇
格
し
た
。
そ
の
後
大

丸
神
戸
店
の
増
築
を
受
け
て
、
増
築
の
計
画
を
始
め
一
九
三
九
年
十
一
月
新
館

出所 神戸又新日報 年
月 日付、第 面。

図 ．三越神戸店の新聞広告



（
一
、
六
七
六
坪

五
、
五
六
四

）
を
建
設
し
た
。（
百
貨
店
法
他
の
建
築
制

限
を
受
け
当
初
予
定
の
約
四
、
五

坪
よ
り
大
幅
な
削
減
と
な
っ
た
（

）
）。
こ
こ

か
ら
外
面
的
に
は
順
調
に
経
営
が
進
ん
で
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る

（

）
。

た
だ
し
、
当
初
経
営
幹
部
は
旧
元
町
デ
パ
ー
ト
を
次
の
よ
う
に
見
て
い
た
（

）
。

元
町
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
デ
パ
ー
ト

引
用
者
、
以
下
同
じ
）
の
建
物
を
買
収

し
た
か
ら
見
て
行
つ
た
方
が
好
い
と
誰
だ
つ
た
か
云
つ
た
の
で
神
戸
に
行
つ

て
そ
の
建
物
を
見
た
が
、
非
常
に
不
潔
で
地
下
室
な
ど
は
簾
の
子
を
敷
い
た

り
し
て
あ
つ
て
そ
れ
が
水
に
濡
れ
て
不
快
な
感
じ
で
あ
つ
た
、
そ
れ
を
見
て

こ
ん
な
汚
た
な
い
建
物
が
デ
パ
ー
ト
に
な
る
の
だ
ら
う
か
と
思
つ
た
り
し
た

そ
こ
で
こ
の
幹
部
は
、
従
業
員
の
士
気
を
高
め
る
た
め
に
、
次
の
方
法
を
と
っ

た
（

）
。

何
し
ろ
神
戸
三
越
の
前
身
は
元
町
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
デ
パ
ー
ト
）
と
云
ふ
極

く
低
級
な
市
場
式
経
営
の
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
、
そ
れ
を
引
継
い
だ
の
で
當

時
店
員
の
気
持
ち
も
低
劣
、
萎
縮
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
、
そ
れ
で
吾
々
は
こ

れ
で
は
い
か
ん
と
支
店
長
に
進
言
し
て
男
店
員
の
有
志
を
募
り
、
一
人
に
付

二
十
圓
の
旅
費
を
補
助
し
て
本
店
見
学
を
奨
励
し
た
、
見
事
旅
行
か
ら
帰
つ

た
店
員
は
東
京
に
わ
れ
等
の
三
越
本
店
が
全
市
を
壓
す
る
威
容
を
以
て
日
本

橋
頭
に
聳
え
て
ゐ
る
の
を
目
撃
し
て
急
に
自
信
が
つ
き
、
精
神
的
に
も
実
際

の
行
動
に
も
見
違
へ
る
程
進
歩
し
て
行
つ
た

老
舗
百
貨
店
の
三
越
が
、
旧
元
町
デ
パ
ー
ト
見
て
種
々
苦
労
を
し
た
こ
と
が
推

察
さ
れ
る

（

）
。
な
お
、
旧
元
町
デ
パ
ー
ト
の
女
子
店
員
約
四

名
は
新
規
雇
い
の

形
式
に
よ
り
そ
の
ま
ま
三
越
に
雇
用
さ
れ
た

（

）
。

元
町
デ
パ
ー
ト
と
三
越
の
交
渉
（

）

元
町
デ
パ
ー
ト
の
破
た
ん
は
、
開
業
か
ら
約
半
年
後
の
一
九
二
六
年
三
月
末
頃

同
店
が
競
売
さ
れ
る
と
い
う
報
道
で
明
ら
か
に
な
っ
た
（

）
。
テ
ナ
ン
ト
は
ま
だ
残
っ

て
経
営
を
続
け
て
い
た
の
で
混
乱
が
続
い
た
よ
う
だ
（

）
。

三
越
社
員
の
回
顧
に
よ
る
と
、
元
町
デ
パ
ー
ト
と
の
交
渉
は
次
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
。
一
九
二
六
年
七
月
六
日
、
破
た
ん
し
た
元
町
デ
パ
ー
ト
の
建
物
を
継
承

し
て
三
越
が
神
戸
分
店
を
開
業
し
た
。
そ
の
三
か
月
前
か
ら
元
町
デ
パ
ー
ト
の
井

上
彌
太
郎
と
三
越
大
阪
支
店
次
長
の
竹
内
蓁
次

（

）
が
互
い
の
弁
護
士
を
入
れ
て
交
渉

し
た
。

當
時
は
整
理
屋
が
割
込
ん
で
事
態
紛
糾
、
飛
ん
で
も
な
い
手
形
債
権
な

ど
が
陸
續
飛
び
出
し
て
来
る
始
末
に
、
最
後
の
整
理
工
作
を
買
つ
て
出
た
三
越

は
、
こ
の
應
酬
に
は
一
時
相
當
手
古
摺
つ
た

。
債
権
者
が

百
三
十
何
人
だ
つ

た
か
と
記
憶
し
ま
す
が
、
之
等
の
債
権
を
或
は
五
割
三
分
と
か
、
或
は
七
割
と
か

に
落
ち
着
か
せ
ま
し
て
、
出
品
者
と
の
債
権
関
係
や
立
退
料
問
題
な
ど
を
安
全
に

片
付
け
る
迄
に
三
ヶ
月
を
要
し
た
の
で
す

。
同
社
員
に
よ
る
と
、
三
越
の
努
力

も
さ
る
こ
と
な
が
ら

井
上
（
彌
太
郎
）
さ
ん
が
群
議
を
斥
け
て
、
三
越
一
本
槍

で
整
理
方
針
に
向
か
は
れ
た
點
は
、
大
い
に
果
断
且
つ
明
断
で
あ
つ
た
と
思
ひ
ま

す

と
回
想
し
て
い
る
（

）
。

具
体
的
に
約
一

万
円
の
債
務
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
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が
、
六
年
後
の
一
九
三
二
年
七
月
こ
の
問
題
が

大
阪
毎
日
新
聞
（

）

に
出
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
。
ま
ず
三
越
が
元
町
デ
パ
ー
ト
に
九
十
六
万
円
融
通
し
、
さ
ら
に
同

社
の
建
物
を
年
十
二
万
円
（
半
年
六
万
円
）
で
借
り
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
九
十

六
万
円
の
う
ち
、
五
十
五
万
円
は
農
工
銀
行
の
肩
代
わ
り
、
二
十
六
万
円
は
デ

パ
ー
ト
の
建
物
を
売
渡
担
保
と
し
、
残
り
十
五
万
円
は
家
賃
の
前
渡
し
と
し
た
。

当
時
の
契
約
に
よ
れ
ば
、
利
率
は
年
八
分
、
期
限
は
五
ヶ
年
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
元
町
デ
パ
ー
ト
で
は
、
受
取
家
賃
年
十
二
万
円
の
半
分
（
六
万
円
）
を

利
息
の
支
払
い
に
あ
て
、
も
う
半
分
（
六
万
円
）
を
元
利
金
の
返
済
に
あ
て
る
こ

と
に
し
た
。（
実
際
六
年
後
に
は
、
債
務
残
額
が
七

余
万
円
と
な
っ
て
い
た
と

い
う
）。

こ
の
ま
ま
三
越
と
の
契
約
が
続
け
ば
良
か
っ
た
の
だ
が
、
三
越
側
は
ち
ょ
う
ど

分
・
支
店
政
策
を
進
め
て
い
る
時
期

（

）
で
、
建
物
の
所
有
権
を
取
得
す
る
か
、
家
賃

を
下
げ
て
も
ら
う
か
を
決
断
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
デ
パ
ー
ト
の
建
物

売
渡
担
保
権
を
行
使
し
て
、
元
町
デ
パ
ー
ト
に
債
務
返
済
を
迫
り
、
法
的
措
置
に

ま
で
踏
み
切
っ
て
い
た
の
で
あ
る

（

）
。

反
百
貨
店
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
時
期
な
の
で
、
新
聞
ネ
タ
に
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
記
事
に
は
、
同
社
の
井
上
彌
太
郎
が

大
資
本
の
横
暴
だ

と

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
（

）
。

も
と
も
と
わ
れ
わ
れ
貧
弱
な
も
の
が
七
十
万
円
と
い
ふ
大
金
の
調
達
が
出
来

ぬ
足
元
を
見
込
ん
で
の
話
で
、
私
の
方
と
し
て
は
家
賃
と
し
て
受
取
る
年
十

二
万
円
も
利
息
の
支
拂
や
元
金
の
返
済
に
も
あ
て
、
会
社
と
し
て
は
一
文
も

受
取
ら
ず
、
た
め
に
会
社
は
無
配
當
の
上
に
重
役
の
手
當
な
ど
全
然
な
く
ひ

た
す
ら
債
務
完
済
を
希
望
し
て
ゐ
た
の
で
す
、

最
近
三
越
側
か
ら
債
務
の
返
済
を
求
め
て
来
た
の
で
、
當
方
と
し
て
は
契
約

當
時
の
債
務
は
更
改
す
る
と
い
ふ
約
束
も
あ
つ
た
の
で
極
力
更
改
を
希
望
し

た
の
で
す
が
そ
れ
も
聞
入
れ
ら
れ
ず
、
二
、
三
日
前
つ
い
ひ
物
別
れ
と
な
つ

た
の
で
し
た
。
當
方
と
し
て
は
積
極
的
に
争
ふ
気
は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
三
越
の
代
理
人
弁
護
士
は

全
く
極
秘
に
附
し
て
ゐ
た
の
に
ど
う
し
て

あ
な
た
（
新
聞
社

引
用
者
）
の
方
に
知
れ
た
の
か
不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん

と

語
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
同
社
が
三
越
か
ら
の
家
賃
収
入
で
債
務
の
返
済
を
し

て
き
た
こ
と
、
今
回
三
越
が
五
年
ご
と
の
契
約
更
改
に
応
じ
ず
、
債
務
返
済
を
求

め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
同
社
の

営
業
報
告
書

が
第
十
三
回
（
一
九
三

年
上
期
）

十
七
回
（
一
九
三
二
年
上
期
）
の
五
回
分
判
明
し
て
い
る
（

）
の
で
、
以
下
そ
れ
ら
に

も
と
づ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
新
聞
報
道
の
裏
付
け
が
と
れ
る
と
思
う
か
ら
で
あ

る
。ま

ず
、
第
十
三
回
（
一
九
三

年
上
期
）

営
業
報
告
書

に
よ
る
と
、
資
本

金
一

万
円
、
収
入
は
建
物
賃
貸
料
（
半
期
分
）
六
万
円
と
雑
益
約
二
円
だ
け

で
、
六
万
円
は
十
七
回
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
（
前
出
の
）
三
越
か
ら
の
建

物
賃
貸
料
と
思
わ
れ
る
。
支
出
は
支
払
利
息
四
万
八
、

円
で
、
十
五
回
ま

で
続
い
て
い
る
（
十
六
回
三
万
八
二

円
、
十
七
回
二
万
九
、
九
三
二
円
）。
当

期
純
利
益
は
二
、
九
三
五
円
な
の
で
、
こ
こ
か
ら
、
営
業
は
せ
ず
、
建
物
賃
貸
収



入
を
債
務
の
支
払
い
に
充
て
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
同
社
の
資
産
と
し
て
土
地
が
四
十
八
万
九
、
六

七
円
、
建
物
が
八
十

九
万
六
、
一
八
一
円
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
借
入
金
八
十
一
万
一
三
三

円
、
支
払
手
形
十
九
万
四
、
六
六
六
円
と
あ
る
。
十
七
回
（
一
九
三
二
年
上
期
）

に
は
借
入
金
は
七
十
三
万
一
、
九
六

円
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
同
社

の
借
金
は
約
七

万
円
で
新
聞
報
道
と
お
お
よ
そ
合
致
す
る
。

最
後
に
株
主
構
成
で
あ
る
。
総
株
数
二
万
株
、
株
主
五
七
名
で
、
筆
頭
株
主
が

三
越
の
竹
内
蓁
次
九
、
七
一

株
（
全
体
の
約
四
九
％
）、
次
い
で
中
橋
久
吉

三
、
九
一

株
（
約
二

％
）、
井
上
彌
太
郎
一
、
二
八

株
（
約
六
％
）、
共
立

合
資
会
社
（
代
表
者
石
井
繁
治
郎
）
一
、

株
（
同
五
％
）
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
四
人
で
全
体
の
約
八

％
を
所
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
三
越
の
竹
内

が
約
半
分
所
有
し
て
お
り
、
こ
れ
は
第
十
七
期
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。
実
質

的
に
同
社
は
三
越
の
手
の
内
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
五
五

一

株
所
有
し
て
い
る
株
主
は
十
六
名
で
、
井
上
姓
が
七
名
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
同
社

の
経
営
は
三
越
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
井
上
同
族
が
株
主
と
し
て
名
前
を
残
し
、
借
金

返
済
を
し
な
が
ら
も
同
社
の
建
物
資
産
を
守
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ

る
。三

越
の

営
業
報
告
書

に
よ
る
と
、

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
二
月
十
八

日
神
戸
市
元
町
通
六
丁
目
四
拾
番
地
當
社
神
戸
支
店
敷
地
五
百
参
拾
壹
坪
七
合
壹

勺
ヲ
地
上
物
件
ト
共
ニ
株
式
会
社
元
町
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
ヨ
リ
買
入
レ
本

日
所
有
権
移
轉
ノ
登
記
ヲ
了
ス

と
あ
る
（

）
。
結
局
三
越
は

買
入
レ

に
よ
り
訴

訟
沙
汰
を
避
け
た
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

こ
れ
ま
で
、
神
戸
の
百
貨
店
（
デ
パ
ー
ト
）
三
類
型
、
元
町
デ
パ
ー
ト
の
創
立

と
経
営
上
の
問
題
点
、
破
た
ん
後
の
三
越
と
の
借
金
交
渉
な
ど
を
見
て
き
た
。
元

町
デ
パ
ー
ト
の
経
営
上
の
問
題
は
種
々
あ
っ
た
の
だ
が
、
小
稿
で
は
元
町
通
商
店

街
の
中
小
小
売
店
と
の
競
争
に
大
型
店
と
し
て
優
位
に
立
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
一
番
の
原
因
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
元
町
の
中
小
小
売
店

は
手
ご
わ
い
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
東
京
大
阪
と
比
較
し
た
場
合
の

相
対
的
な
商
圏
人
口
の
少
な
さ
や
、
初
物
好
き
の
港
町
神
戸
の
顧
客
特
性
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
九
三
五
（
昭
和
一

）
年
頃
に
な
る
と
、
商
業
の
中
心
は
元
町

か
ら
三
宮
へ
と
東
進
し
て
い
く
。
そ
の
原
因
を

百
貨
店
新
聞

は
次
の
よ
う
に

報
道
し
て
い
る

（

）
。

試
み
に
神
戸
市
交
通
図
を
見
る
な
れ
ば
、
阪
神
、
省
線
、
阪
急
、
国
道

等
々
大
阪
神
戸
間
を
つ
な
ぐ
省
線
の
開
通
以
来
、
し
ほ
や
（
塩
屋
）、
須

磨
、
鷹
取
、
兵
庫
方
面
の
住
民
が
頗
る
便
利
に
市
中
の
ど
こ
へ
で
も
出
ら
れ

る
様
に
な
つ
た
。
そ
れ
ま
で
は
一
寸
市
中
に
買
物
に
出
る
に
も
汽
車
に
乗
れ

ば
卅
分
位
か
ゝ
つ
て
、
一
つ
一
つ
の
停
車
場
で
二
分
三
分
と
停
車
し
、
そ
れ

に
回
数
も
少
い
と
い
ふ
の
だ
か
ら
せ
い
ぜ
い
兵
庫
か
か
う
べ
（
神
戸
）
あ
た

り
で
用
を
足
し
て
了
ふ
。

之
が
わ
ず
か
十
分
で
三
宮
、
灘
辺
り
ま
で
来
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
の
だ
か

ら
所
謂

都
心
東
道

の
現
象
も
無
理
は
な
い
、
や
が
て
阪
急
も
さ
ん
の
み



戦前神戸の百貨店

や
（
三
宮
）
乗
入
れ
が
完
成
す
れ
ば
尚
更
で
あ
る
。
阪
神
の
（
三
宮
か
ら
元

町
へ
の
）
延
長
も
寧
ろ
西
部
へ
手
を
伸
ば
し
て
顧
客
を
呼
び
寄
せ
る
と
云
ふ

意
味
に
大
き
な
山
が
あ
る
だ
ら
う
。

斯
ふ
し
て
行
く
と
東
か
ら
の
人
と
西
か
ら
の
客
が
最
大
限
の
便
宜
的
膨
着

點
は
三
の
宮
を
中
心
と
す
る
所
に
落
ち
つ
く
で
あ
ら
う
こ
と
は
容
易
に
考
へ

ら
れ
る
。
即
ち
現
在
よ
り
も
更
に
幾
分
東
へ
寄
つ
た
所
が
将
来
の
神
戸
市
の

心
臓
部
に
な
る
と
い
ふ
説
で
あ
る
。

そ
う
な
れ
ば
恵
ま
れ
る
の
が
そ
ご
う
（
十
合
）
だ
。
大
丸
も
悪
く
な
い
。

そ
し
て
三
越
が

最
も
不
利
な
状

態
に
陥
る
こ
と

に
な
る
。

当
時
の
交
通
事
情

を
見
る
と
図
五
の
通

り
で
あ
り
、
三
宮
を

中
心
に
鉄
道
・
道
路

の
新
線
計
画
が
着
々

と
進
ん
で
い
る
こ
と

が
見
て
と
れ
る
。
阪

神
三
宮
駅
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
・
ビ
ル
に
は
そ

ご
う
が
す
で
に
入
居
し
て
お
り
、
こ
の
先
そ
ご
う
の
優
位
を
予
測
し
た

百
貨
店

新
聞

の
説
は
現
実
味
を
お
び
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ

た
い
（

）
。

出所 三宮駅を中心に─放射する交通の大動脈 神戸新聞
年 月 日付、神戸大学 新聞記事文庫 版より。

図 ．三宮駅を中心とした鉄道・道路の新線計画（ 年 月）

注（

）
山
本
武
利
・
西
沢
保
編

百
貨
店
の
文
化
史

（
世
界
思
想
社
、
一
九
九
九
年
）

を
一
つ
の
到
達
点
と
し
て
以
後
十
数
年
の
う
ち
に
数
多
く
の
研
究
が
出
て
い
る
。

最
近
で
も
、
商
業
史
・
経
営
史
系
で
、
末
田
智
樹

昭
和
初
頭
静
岡
市
へ
の
松
坂

屋
支
店
誘
致
と
反
百
貨
店
運
動

（

人
文
学
部
研
究
論
集

第
三
五
号
、
中
部
大

学
、
二

一
六
年
一
月
）、
加
藤
諭

戦
前
期
東
北
の
百
貨
店
業
形
成

藤
崎
を
事

例
に

（
荒
武
賢
一
朗
編
著

東
北
か
ら
み
え
る
近
世
・
近
現
代

岩
田
書
院
、
二

一
六
年
三
月
）、
谷
内
正
往

戦
前
、
三
重
県
津
市
大
門
百
貨
店
の
創
立

（

大

阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
紀
要

第
十
六
号
、
二

一
五
年
一

月
）、
武
居
奈

緒
子

大
規
模
呉
服
商
の
流
通
革
新
と
進
化

三
井
越
後
屋
に
お
け
る
商
品
仕
入

体
制
の
変
遷

千
倉
書
房
、
二

一
四
年
）
等
が
あ
り
、
文
化
史
系
で
は
、
神
野

由
紀

百
貨
店
で

趣
味

を
買
う

大
衆
消
費
文
化
の
近
代

（
吉
川
弘
文
館
、

二

一
五
年
）
等
が
出
て
い
る
。
さ
ら
に
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告

（
第
一
九
七
号
、
二

一
六
年
二
月
）
に
は
百
貨
店
史
の
特
集
が
組
ま
れ
て
お

り
、
論
文
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（

）
例
え
ば
、
昭
和
初
期
の
白
木
屋
大
阪
支
店
閉
鎖
の
場
合
、
他
店
と
の
競
争
も
さ

る
こ
と
な
が
ら

ア
パ
ー
ト
経
営

（
委
託
仕
入
）
に
依
存
し
た
こ
と
が
原
因
で

あ
っ
た
。
ま
た
白
木
屋
神
戸
支
店
を
引
き
払
う
の
に
当
時
の
金
額
で
十
六
万
円
か

か
っ
た
（
谷
内
正
往

戦
前
大
阪
の
鉄
道
と
デ
パ
ー
ト

東
方
出
版
、
二

一
四

年
、
一
五
七

一
五
九
頁
）。
東
京
で
は
松
菱
百
貨
店
の
事
例
が
あ
る
（
滋
賀
県
彦

根
や
埼
玉
県
川
口
の
マ
ル
ビ
シ
百
貨
店
と
は
無
関
係
と
思
わ
れ
る
）。
大
正
末
年
頃

東
京
丸
ビ
ル
か
ら
大
丸
が
撤
退
し
た
の
を
う
け
て
松
菱
百
貨
店
が
入
居
し
た
。
し



か
し
わ
ず
か
一
年
で
閉
店
し
た
（

丸
菱
百
貨
店
は
何
故
蹉
跌
し
た
か

商
店

界

第
七
巻
第
六
号
、
一
九
二
七
年
六
月
）。
ほ
か
に
一
九
三
五
年
頃
の

百
貨
店

新
聞

に
は
東
京
美
松
百
貨
店
の
閉
鎖
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（

百
貨
店
新

聞

第
二
七
五
号
、
一
九
三
五
年
一

月
二
一
日
付
、
第
二
面
）。

（

）
そ
の
先
駆
は
末
田
智
樹

立
地
展
開
の
分
析
か
ら
み
た
創
設
期
阪
急
百
貨
店
の

経
営

昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
百
貨
店
業
態
の
新
展
開

（

人
文
学
研
究
論
集

第
十
四
号
、
中
部
大
学
、
二

五
年
七
月
）
で
あ
る
。
後
に
末
田
智
樹

日
本

百
貨
店
業
成
立
史

企
業
家
の
革
新
と
経
営
組
織
の
確
立

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二

一

年
、
第
五
章
に
所
収
。

（

）
前
掲

戦
前
大
阪
の
鉄
道
と
デ
パ
ー
ト

。

（

）
も
ち
ろ
ん
、
三
越
大
阪
支
店
、
松
坂
屋
大
阪
支
店
の
よ
う
に
鉄
道
駅
に
出
店
し

な
か
っ
た
事
例
も
あ
る
。
三
越
は
南
海
難
波
駅
や
阪
神
三
宮
駅
に
出
店
を
計
画
し

て
い
た
こ
と
が
当
時
の
新
聞
記
事
等
で
わ
か
る
が
、
松
坂
屋
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。

（

）
現
代
に
つ
い
て
は
、
田
村
正
紀

立
地
創
造

（
白
桃
書
房
、
二

八
年
）、

川
端
基
夫

立
地
ウ
ォ
ー
ズ
（
改
訂
版
）
（
新
評
論
、
二

一
三
年
）
な
ど
精
力

的
な
研
究
が
数
多
い
。

（

）
元
町
デ
パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
岩
田
照
彦
氏
の
ま
と
ま
っ
た
紹
介
記
事
が
あ
る

（
神
戸
元
町
商
店
街

、

、
の

二

一
一
年
六
・
九
月
分
）。
な
お

に
は
二

年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
月
一
ペ
ー
ス
で
元
町
関
連
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
、
岩
田
照
彦

元
町
夢
街
道

（
こ
う

べ
元
町
一
三

年
実
行
委
員
会
、
二

四
年
）
が
あ
る
。

（

）

新
修

神
戸
市
史
（
産
業
経
済
編

）

神
戸
市
、
二

三
年
、
四
一
七

頁
。
他
に
、
寺
岡
實

タ
ワ
ー
の
時
代

大
阪
神
戸
地
域
経
済
史

（
信
山
社
、
二

一
一
年
、
第
三
章
）
も
参
照
し
た
。

（

）
一
般
に
は

勧
工
場

と
い
う
が
、
関
西
で
は
勧
商
場
と
呼
ん
だ
。
明
治
の
殖

産
興
業
期
に
勧
工
場
は
発
明
品
や
産
業
生
産
品
な
ど
を
当
時
で
は
珍
し
い
売
り
方

を
し
て
人
気
を
集
め
た
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
会
場
に
複
数
の
商
店
を
集
め
て
、

下
足
入
場
、
陳
列
・
定
価
販
売
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
後
に
登
場
す
る
百
貨
店
と

の
違
い
は
、
同
じ
よ
う
な
売
り
方
で
あ
り
な
が
ら
、
建
物
や
商
品
の
品
揃
え
、
販

売
促
進
等
に
お
い
て
勧
工
場
が
安
物
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い
く
の
に
対
し
て
、
百

貨
店
は
高
級
な
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
（
初
田
亨

百
貨

店
の
誕
生

三
省
堂
、
一
九
九
三
年
、
二
一
六
頁
）。
東
京
を
中
心
と
し
た
勧
工
場

の
研
究
と
し
て
、
鈴
木
英
雄

勧
工
場
の
研
究

明
治
文
化
と
の
か
か
わ
り

（
創
英
社

三
省
堂
書
店

、
二

一
年
）
等
が
あ
る
。
本
文
の
神
戸
の
事
例

は
、
勧
工
場
か
ら
百
貨
店
へ
の
交
代
を
最
も
象
徴
し
て
い
る
（
鈴
木
安
昭

昭
和

初
期
の
小
売
商
問
題

日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八

年
、
一
六
五
頁
）。

（

）
も
と
も
と
大
丸
、
そ
ご
う
な
ど
呉
服
の
著
名
店
は
明
治
期
か
ら
神
戸
に
出
張

所
・
支
店
を
持
っ
て
い
た
（
同
前
、
四
一
四

四
一
七
頁
）。

島
屋
は
呉
服
店
時

代
（
一
九

一
年
）
に
神
戸
出
張
所
を
開
設
し
た
が
、
一
九
二
六
年
大
阪
長
堀
店

開
設
と
同
時
に
閉
鎖
し
た
（

神
戸
と
百
貨
店

村
上
静
人
編

そ
ご
う

百
貨
店

新
聞
社
出
版
部
、
一
九
四
二
年
、
六
三
頁
）。

（

）
狩
野
弘
一
編

日
本
百
貨
店
総
覧
（
昭
和
一
二
年
版
）

百
貨
店
新
聞
社
、
一
九

三
六
年
、
二
八
三
頁
。

（

）
大
橋
富
一
郎
編

躍
進
神
戸
三
越

日
本
百
貨
店
通
信
社
、
一
九
三
九
年
、
二

頁
。

（

）
株
式
会
社
そ
ご
う
社
長
室
広
報
室
編

株
式
会
社
そ
ご
う
社
史

同
社
、
一
九

六
九
年
、
一

二

一

三
頁
。

（

）
同
前
、
一

三
頁
。

（

）
同
前
、
一

三
頁
。

（

）
前
掲

新
修

神
戸
市
史
（
産
業
経
済
編

）

三
八
四
頁
。
ほ
か
に
神
戸
瓦
斯

が
市
民
の
ガ
ス
に
対
す
る
不
安
感
を
払
し
ょ
く
す
る
た
め
に
販
売
し
た

ガ
ス
焼

き

（
ガ
ス
を
使
っ
て
製
造
し
た
食
品
）
も
好
評
を
博
し
た
。

（

）
狩
野
勝
三
編

経
営

第
五
巻
第
七
号
、
一
九
三
六
年
七
月
、
商
店
経
営
研
究

所
、
ペ
ー
ジ
な
し
。
写
真
に
は
記
事
が
つ
い
て
い
て

市
の
中
心
地
東
西
に
亘
る

一
丁
目
か
ら
六
丁
目
迄
の
幅
員
四
間
乃
至
五
間
の
無
勾
配
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
道

路
商
店
街
、
流
石
に
代
表
的
名
声
を
有
す
る
丈
に
顧
客
の
範
囲
広
く
上
中
流
、
サ



戦前神戸の百貨店

ラ
リ
ー
マ
ン
を
主
と
し
、
在
住
外
人
は
も
と
よ
り
観
光
客
を
吸
収
す
る
。
小
売
店

舗
数
二
六
五
、
其
他
一
丁
目
、
六
丁
目
に
存
在
す
る
百
貨
店
二
、
カ
フ
ェ
ー
、

バ
ー
、
喫
茶
店
等
二
一
、
を
算
し
散
策
に
も
適
し
、
殊
に
近
代
的
色
彩
豊
富
な
喫

茶
店
の
増
加
等
に
よ
り
見
て
、
慰
安
場
所
を
兼
ね
る
傾
向
多
く
、
一
般
的
に
モ
ダ

ン
化
し
つ
ゝ
あ
る
。
小
売
店
別
で
見
る
と
、
土
地
柄
洋
品
店
が
断
然
多
く
一
九
を

算
へ
洋
服
、
靴
皮
革
製
品
及
び
呉
服
屋
さ
ん
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
共
同
施
設
と
し
て

は
聯
合
賣
出
し
、
大
正
十
五
年
の
設
備
に
な
る
紅
白
鈴
蘭
照
明
、
塵
埃
を
防
ぐ
為

の
月
五
、
六
回
の
除
塵
油
の
散
布
等
が
あ
り
、
尚
平
素
正
午
よ
り
、
一
時
半
頃
迄

出
盛
る
オ
フ
イ
ス
・
マ
ン
達
の
所
謂

元
ブ
ラ

散
策
の
夏
季
炎
天
の
候
に
處
す

る
為
の
共
同
日
履
設
備
等
を
将
来
の
要
望
と
し
て
居
る

と
あ
る
。

共
同
日
覆
設

備

と
は
今
で
い
う
ア
ー
ケ
ー
ド
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

（

）

扇
港
商
業
地
帯
の
中
枢
に
出
現
せ
る
一
大
権
威

元
町
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト

ア
ー

神
戸
新
聞

一
九
二
五
年
一
月
三

日
付
、
第
五
面
。

（

）
新
会
社
を
設
立
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

（

）

株
式
会
社
元
町
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
営
業
報
告
書

第
十
三
回
（
一
九
三

年
上
期
）

十
七
回
（
一
九
三
二
年
上
期
）
の
各
株
主
名
簿
。

（

）

明
治
大
正
昭
和
神
戸
人
名
録

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九
年
、（
一
九

二
五

大
正
十
四

年
）
二

三
頁
。
底
本
は

日
本
紳
士
録
（
大
正
十
一

年
）
。
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
に
な
る
と
、
井
上
高
温
（
井
上
油
店
合
資
会

社
代
表
、
元
町
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
株
式
会
社
取
締
、
神
戸
、
元
、
七
ノ
一

三
、
電
話
元
四

三
六

三

）
だ
け
に
な
る
（
同
書
、
八
頁
）。
座
談
会
の
油

店
は
こ
れ
で
あ
ろ
う
。

（

）
元
町
地
域

委
員
会
編

こ
う
べ
元
町
一

年

一
九
七
一
年
一

月
、

ペ
ー
ジ
な
し
。
そ
の
後
に
次
の
会
話
が
続
く
。
宮
崎

何
階
建
て
の
建
物
で
し

た
。

野
網

現
在
の
ま
ま
で
す
。
そ
の
元
町
デ
パ
ー
ト
は
、
大
正
十
五
年
に
三
越

に
な
っ
た
の
で
す
。

宮
崎

元
町
デ
パ
ー
ト
の
前
は
何
で
す
か
。

平
尾

散
髪

屋
と
か
、
洋
家
具
屋
で
す
。

（

）
当
時
、
神
戸
の
勧
商
場
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
大
阪
市
役
所
商
工
課
の
調
査

に
よ
る
と
、
大
阪
の
勧
商
場
は
全
部
で
六
つ
あ
り
計
画
中
の
も
の
が
一
つ
あ
っ

た
。
勧
商
場
の
入
居
商
店
数
は
四

七
店
、
十
二
、
十
八
店
、
最
大
で
三
二
店
で

あ
り
、
雑
貨
店
（
十
三
店
）、
袋
物
店
（
九
店
）、
文
房
具
店
（
九
店
）
な
ど
日
用

品
が
中
心
で
あ
っ
た
。
大
阪
の
勧
商
場
は
以
前
ほ
ど
隆
盛
で
な
い
と
い
う
。
そ
の

理
由
と
し
て

設
立
の
当
時
は
相
當
新
奇
な
る
営
業
と
し
て
、
一
般
に
好
奇
心

を
以
て
迎
へ
ら
れ
た
る
も
、
近
来
厭
か
れ
て
顧
み
ら
れ
ざ
る
に
至
れ
る
事
、

勧

商
場
に
比
し
比
較
的
高
級
に
し
て
且
つ
商
品
種
類
多
様
に
亙
れ
る
デ
パ
ー
ト
メ
ン

ト
ス
ト
ー
ア
の
類
い
の
出
現
せ
る
事
、

普
通
商
品
并
に
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス

ト
ー
ア
の
如
く
、
積
極
的
営
業
政
策
を
採
ら
ず
、
常
に
消
極
的
政
策
を
採
り
、
廣

告
等
は
殆
ん
ど
利
用
せ
ず
る
事
等
に
起
因
す
る

と
い
う
（

大
阪
市
に
於
け
る
勧

商
場

大
阪
市
商
工
時
報

大
阪
市
役
所
商
工
課
、
一
九
二
一
年
十
二
月
）。

（

）

六
層
樓
の
元
町
デ
パ
ー
ト

神
戸
又
新
日
報

一
九
二
五
年
一

月
十
二
日

付
、
第
六
面
。
以
下
、
デ
パ
ー
ト
の
設
備
、
売
場
配
置
に
つ
い
て
は
同
記
事
に
よ

る
。

（

）
同
じ
新
聞
の
十
七
日
付
に
は
、
全
二
面
に
わ
た
っ
て
元
町
デ
パ
ー
ト
竣
工
祝
い

で
協
賛
企
業
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
、
そ
こ
に
元
町
デ
パ
ー
ト
の
全
景
写
真
と
設
備

概
要
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
総
建
坪
数
が

約
三
千
坪

と
記
載
さ

れ
て
い
る
（

神
戸
又
新
日
報

一
九
二
五
年
一

月
十
七
日
付
、
第
四
面
）。

（

）
前
掲

六
層
樓
の
元
町
デ
パ
ー
ト

。

（

）

神
戸
新
聞

一
九
二
五
年
一

月
三
一
日
付
、
第
一

面
。

（

）

神
戸
又
新
日
報

一
九
二
六
年
三
月
十
五
日
付
、
第
一
面
。

（

）

神
戸
又
新
日
報

一
九
二
六
年
三
月
二
六
日
付
、
第
五
面
。

（

）

神
戸
又
新
日
報

一
九
二
六
年
三
月
二
一
日
付
、
第
三
面
。

（

）
宮
川
節
郎

神
戸
元
町
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ー
ア
失
敗
記

商
店
界

第
七

巻
第
六
号
、
一
九
二
七
年
六
月
、
五

五
三
頁
。

（

）
同
前
、
五
二

五
三
頁
。

（

）
開
業
二
日
目
に
同
店
屋
上
か
ら
青
年
が
飛
び
降
り
、
通
行
中
の
婦
人
の
肩
に
落

ち
た
。
青
年
は
死
亡
し
婦
人
も
重
傷
を
負
い
、
後
に
死
亡
し
た
。

神
戸
又
新
日

報

一
九
二
五
年
一

月
十
九
日
付
、
第
七
面
）
お
よ
び

神
戸
新
聞

一
九
二

五
年
一

月
十
九
日
付
、
第
六
面
、
一

月
二
十
五
日
付
、
第
八
面
）
参
照
。



（

）
こ
の
時
期
、
下
足
預
か
り
は
各
店
廃
止
の
方
向
に
あ
っ
た
。
詳
細
は
、
前
掲

戦
前
大
阪
の
鉄
道
と
デ
パ
ー
ト

第
一
章
第
四
節

戦
前
三
越
の
下
足
問
題

を
参
照
の
こ
と
。

（

）
同
じ
元
町
六
丁
目
に
小
橋
屋
が
六
階
建
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
改
築
し
て
い

る
。
品
揃
え
は

百
貨
店
式
に
呉
服
、
太
物
、
洋
雑
貨
、
小
間
物
、
食
料
品
店
、

家
庭
用
品
、
玩
具
な
ど
を
充
実
し
て

い
る
と
い
う
（

新
装
の
小
橋
屋

神
戸

新
聞

一
九
二
五
年
一

月
二
七
日
付
、
第
八
面
）。
呉
服
太
物
が
あ
っ
て
、
他
に

食
料
品
、
雑
貨
が
あ
る
な
ら
ば
、
客
は
小
橋
屋
と
元
町
デ
パ
ー
ト
を
比
較
対
照
し

た
で
あ
ろ
う
。

（

）
加
藤
恭
太
郎

神
戸
三
越
の
経
営
に
触
れ
て

大
橋
富
一
編

躍
進

神
戸
三

越

日
本
百
貨
店
通
信
社
、
一
九
三
九
年
、
一
三

一
三
一
頁
。

（

）
一
九
三
五
年
頃
の
元
町
商
店
街
を
神
戸
商
科
大
学
教
授
平
井
泰
太
郎
氏
が
学
生

を
動
員
し
て
調
査
し
て
い
る
。
元
町
通
り
に
調
査
カ
ー
ド
三

三
枚
配
布
し
約
九

五
％
の
回
収
率
を
得
た
。
そ
こ
か
ら
判
明
し
た
の
は
、
元
町
各
商
店
と
神
戸
三
百

貨
店
（
そ
ご
う
、
大
丸
、
三
越
）
の
売
場
面
積
が
そ
れ
ぞ
れ
約
六
、

坪

（
約
一
万
九
、
八

）
で
同
等
で
あ
る
こ
と
、
商
店
は
男
子
店
員
が
約
八
割

で
、
百
貨
店
は
男
女
半
々
で
あ
る
こ
と
、
電
話
の
数
は
商
店
が
三
三
九
個
で
百
貨

店
が
二
七
個
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に

元
町
は
五
年
間
に
四
割
以
上
が
変
化

し
つ
ゝ
あ
る

と
い
う
（

大
阪
毎
日
新
聞

一
九
三
五
年
二
月
二
日
付
、
三
日

付
、
神
戸
大
学

新
聞
記
事
文
庫

版
に
よ
る
）。

（

）
大
橋
富
一
編

躍
進

神
戸
三
越

日
本
百
貨
店
通
信
社
、
一
九
三
九
年
、
九

一
頁
。

（

）
同
前
。

（

）
前
史
は
神
戸
出
張
所
で
あ
っ
た
。
以
下
の
記
述
は

三
越
神
戸
支
店
年
譜

（
大

橋
富
一
編

躍
進

神
戸
三
越

日
本
百
貨
店
通
信
社
、
一
九
三
九
年
、
二
六

二
七
頁
）
に
よ
る
。

（

）
同
前
、
十
六
頁
。

（

）
主
な
商
品
は

メ
リ
ヤ
ス
肌
着
、
洋
傘
、
日
傘
、
子
供
服
、
同
下
着
、
履
物
、

足
袋
、
学
用
品
、
紙
文
具
類
、
陶
漆
器
、
荒
物
、
金
物
等
の
日
用
雑
貨
を
始
め
、

米
、
石
炭
、
雑
穀
、
野
菜
、
果
実
、
佃
煮
、
乾
物
類
、
牛
豚
肉
、
兎
肉
、
臺
所
諸

用
品
、
家
具
類
等

で
あ
っ
た
（
同
前
、
二

頁
）。

（

）
前
掲

躍
進

神
戸
三
越

三
三

三
五
頁
。

（

）
戦
後
は
、
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
一
九
八
四
年
規
模
を
縮
小
し
て
元
町
三
丁

目
に
店
舗
を
移
転
す
る
（

株
式
会
社
三
越
一

年
の
記
録

同
社
、
二

五

年
、
二
五
六
頁
）。

（

）
能
勢
昌
雄
（
談
）

経
営
目
標
を
店
格
向
上
へ

前
掲

躍
進

神
戸
三
越

前

の
方
、
ペ
ー
ジ
な
し
。

（

）
前
掲

躍
進

神
戸
三
越

一
三
七
頁
。

（

）
元
社
員
の
回
顧
に
よ
る
と
、

元
来
支
店
の
経
営
は
非
常
に
困
難

だ
と
い
う
。

第
一
に
手
持
ち
商
品
の
最
高
額
に
制
限
が
あ
る
か
ら
、
総
ゆ
る
商
品
を
無
闇
に

持
つ
訳
に
は
行
か
な
い

。
そ
う
す
る
と
客
か
ら
品
揃
え
が
悪
い
と
非
難
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は

賣
れ
行
き
の
悪
い
商
品
を
思
切
つ
て
処
分
す
る
と
損
益
勘
定
に
致
命

的
打
撃
を
受
け
る
。
然
し
そ
う
い
つ
て
不
良
品
を
処
分
せ
な
い
と
、
新
品
の
採
り

入
れ
に
不
自
由
と
な
つ
て
来
て
、
商
品
回
轉
鈍
く
、
賣
上
高
獲
得
上
と
同
業
者
競

争
上
、
商
品
の
新
鮮
味
に
於
て
多
大
の
遜
色
が
あ
る

。
さ
ら
に
経
費
切
り
つ
め

節
約
第
一
主
義

の
た
め
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
、
店
舗
の
改
装
に
お
金
が
か
け
ら

れ
ず

万
事
不
自
由
と
窮
屈

か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
（
里
田
源
三
郎

神

戸
時
代
の
思
ひ
出

（
同
前
、
七
頁
）。

（

）
同
前
、
十
四
頁
。

（

）
鴨
井
丁
三

元
町
デ
パ
ー
ト
跡
に
分
店
が
誕
生
す
る
迄

同
前
、
五
十
五
頁
。

（

）
新
聞
報
道
に
よ
る
と

三
十
五
萬
圓
の
借
金
が
拂
わ
れ
ず
、
神
戸
市
元
町
六
丁

目
元
町
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
は
既
記
の
通
り
、
去
る
本
月
四
日
（
一
九
二
六

年
三
月
四
日

引
用
者
）
神
戸
市
三
宮
町
一
丁
目
神
戸
信
託
株
式
会
社
か
ら
元
利

再
建
三
十
五
萬
圓
八
千
七
百
十
五
圓
の
か
た
と
し
て
、
神
戸
区
裁
判
所
に
競
売
を

申
し
立
て
ら
れ
、
三
雲
判
事
係
り
で
審
理
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
遂
に
此
程
決
定
を

見
、
来
る
四
月
十
二
日
午
前
十
時
よ
り
愈
々
同
裁
判
所
で
執
達
吏
の
手
に
よ
り
競

売
に
附
せ
ら
れ
る
事
と
な
つ
た
。
因
に
同
建
物
の
最
低
競
売
額
は
五
十
四
萬
圓
で

あ
る
と

（

神
戸
又
新
日
報

一
九
二
六
年
三
月
三

日
付
、
第
三
面
）。



戦前神戸の百貨店

（

）

元
町
デ
パ
ー
ト
は
破
産
の
外
あ
る
ま
い

今
や
全
く
出
品
人
の
監
理
に
置
か
れ

三
越
も
逃
腰
と
な
る

大
阪
毎
日
新
聞

一
九
二
六
年
四
月
二
五
日
付
、
神
戸
大

学

新
聞
記
事
文
庫

版
に
よ
る
。

（

）
竹
内
は
そ
の
後
大
阪
支
店
長
に
昇
進
す
る
の
だ
が

怪
し
げ
な
暗
い
人
々
に
患

ひ
さ
れ
て
、
晩
年
不
幸
に
終
つ
た

と
い
う
（
前
掲

躍
進

神
戸
三
越

四

頁
）。
竹
内
に
つ
い
て
は

輝
く
三
越

開
設
三
十
周
年
記
念

日
本
百
貨
店
通
信

社
、
一
九
三
七
年
、
七

七
一
頁
に
詳
し
い
。

（

）
続
け
て

井
上
さ
ん
は
今
尚
ほ
元
気
で
、
三
越
の
筋
向
ひ
に
油
屋
を
経
営
し
て

お
旺
ん
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
當
時
井
上
側
の
法
廷
代
理
人
た
る
弁
護
士
瀬
戸
本

氏
の
公
平
な
手
裁
き
を
も
解
決
を
促
進
す
る
上
に
お
い
て
、
大
き
い
功
績
で
あ
つ

た
こ
と
を
附
け
加
へ
て
申
し
て
置
き
ま
せ
う

と
述
べ
て
い
る
（
鴨
井
丁
三

元

町
デ
パ
ー
ト
跡
に
分
店
が
誕
生
す
る
迄

大
橋
富
一
編

躍
進

神
戸
三
越

日

本
百
貨
店
通
信
社
、
一
九
三
九
年
、
五
五
頁
）。

（

）

三
越
神
戸
支
店
の
建
物
を
繞
る
争
ひ

大
阪
毎
日
新
聞

一
九
三
二
年
七
月

八
日
付
、
第
十
一
面
。
以
下
の
記
述
は
同
記
事
に
よ
る
。

（

）
こ
れ
は
一
九
二
六
年
九
月
経
営
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
小
田
久
太
郎
の

一
県
一
店

主
義

に
も
と
づ
く
。
一
九
二
八
年
三
越
神
戸
分
店
を
支
店
に
昇
格
さ
せ
、
一
九

二
九
年
大
連
、
京
城
出
張
所
を
支
店
に
昇
格
さ
せ
た
。
一
九
三

年
銀
座
、
新
宿

両
支
店
を
新
築
拡
張
し
、
次
い
で
金
沢
（
一
九
三

年
）、
高
松
（
一
九
三
一

年
）、
札
幌
（
一
九
三
二
年
）、
仙
台
（
一
九
三
三
年
）
と
、
わ
ず
か
数
年
間
に
支

店
網
を
全
国
に
延
ば
し
た
の
で
あ
る
（
前
掲

戦
前
大
阪
の
鉄
道
と
デ
パ
ー
ト

四
一

四
二
頁
）。

（

）
一
九
三
二
年
七
月
八
日
三
越
が
元
町
デ
パ
ー
ト
を
相
手
取
り

土
地
建
物
所
有

権
移
転
登
記
手
続
、
訴
額
七
十
七
万
二
、
九
五
九
円
三
一
銭
請
求

の
訴
え
を
神

戸
地
方
裁
判
所
に
起
こ
し
た
。

原
告
会
社
は
昨
年
五
月
二
十
一
日
現
在
三
越
神
戸

支
店
の
営
業
所
と
な
つ
て
ゐ
る
元
町
六
丁
目
の
街
角
二
百
九
十
二
坪
の
土
地
と
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
六
階
建
の
建
物
と
九
筆
の
附
属
建
物
を
被
告
会
社
か
ら
被
告
が

神
戸
農
工
銀
行
に
對
す
る
五
十
七
萬
二
千
九
百
五
十
九
圓
三
十
一
銭
の
債
務
負
債

づ
き
の
ま
ゝ
二
十
萬
圓
で
買
受
け
更
に
そ
の
支
拂
ひ
方
法
は
現
金
で
す
る
か
、
ま

た
は
三
越
が
被
告
に
貸
付
け
て
ゐ
る
二
十
六
萬
円
の
う
ち
對
等
額
相
殺
の
方
法
に

す
る
か
は
す
べ
て
三
越
の
方
に
委
せ
る
と
の
契
約
で
あ
つ
た
の
で
、
原
告
は
去
る

三
月
二
十
二
日
對
等
相
殺
の
方
法
に
よ
つ
て
そ
の
代
金
を
支
拂
つ
た
。
従
つ
て
右

の
土
地
建
物
な
ど
の
所
有
権
は
賣
買
契
約
の
約
旨
に
よ
り
原
告
に
移
轉
す
る
も
の

な
る
に
か
ゝ
は
ら
ず
、
被
告
は
こ
れ
が
登
記
手
続
き
を
し
な
い
か
ら
や
む
な
く
本

訴
を
起
こ
し
た
と
い
ふ
の
が
三
越
の
主
張
で
あ
る

。
こ
の
点
元
町
デ
パ
ー
ト
側
は

顧
問
弁
護
士
の
瀬
戸
本
静
麿
が

雙
方
の
主
張
ま
た
は
交
渉
の
内
容
な
ど
は
非
常

に
複
雑
で
あ
り
、
一
應
訴
状
を
見
ね
ば
何
と
も
お
話
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
が
、

三
越
が
訴
訟
を
起
こ
し
た
以
上
、
私
の
方
で
も
無
論
應
訴
し
て
飽
く
ま
で
抗
争
し

裁
判
所
の
公
正
な
判
断
に
よ
つ
て
白
黒
を
わ
け
て
貰
ふ
つ
も
り
で
す

と
述
べ
た

（

三
越
と
元
町
デ
パ
ー
ト

土
地
建
物
争
ひ

大
阪
朝
日
新
聞

神
戸
版
、
一

九
三
二
年
七
月
九
日
付
、
第
十
五
面
）。

（

）
前
掲

三
越
神
戸
支
店
の
建
物
を
繞
る
争
ひ

。

（

）

株
式
会
社
元
町
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
営
業
報
告
書

第
十
三
回
（
一
九
三

年
上
期
）

十
七
回
（
一
九
三
二
年
上
期
）。
数
値
は
円
未
満
を
切
り
捨
て
て
表

示
し
た
。

（

）

三
越
営
業
報
告
書

第
六
十
期
（
一
九
三
四
年
下
期
）、
一
九
三
五
年
二
月
二

八
日
、
二

三
頁
。
一
九
三
四
年
九
月
二
日
神
戸
支
店
長
竹
内
蓁
次
が
辞
任
し
、

同
月
二
十
一
日
に
室
戸
台
風
が
神
戸
を
襲
っ
た
。

（

）

都
心
は
移
る

神
戸
の
巻

百
貨
店
新
聞

第
二
六
七
号
、
一
九
三
五
年

八
月
二
六
日
付
、
第
五
面
。
三
越
に
つ
い
て
は

古
ぼ
け
た
建
物
、
イ
ビ
ツ
に
曲

つ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
如
何
に
暖
簾
の
強
み
が
あ
る
と
言
つ
て
も
経
営
者
の
苦
心

は
今
後
思
ひ
や
ら
れ
る
。
店
舗
と
場
所
が
百
貨
店
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
事
は
大

阪
支
店
の
場
合
と
同
じ
か
も
し
れ
な
い
が
、
小
さ
い
一
神
戸
市
で
は
之
と
事
情
が

大
分
異
な
る

と
神
戸
の
商
圏
人
口
が
少
な
い
こ
と
を
不
安
視
し
て
い
る
（

都
心

は
移
る

神
戸
の
巻

百
貨
店
新
聞

第
二
六
八
号
、
一
九
三
五
年
九
月
二
日

付
、
第
三
面
）。

（

）
神
戸
そ
ご
う
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
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